立命館慶祥高校

2005年度　シラバス

高校２年生

作成：立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

	科　目　名
	教　科
	実施学年

	現代文
	国　語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	　　Ａ～Ｈ
	３単位
	三浦・泉
	6,7,10,12,3月

	教育目標

私たちはものを考えたり思ったりするときに言葉を使用します。そしてそれらを伝達記録するときにも、やはり言葉を使用します。このことを意識し、文章や資料などの内容をまとめ、分析することで、思考力を高めるとともに、様々な価値観があることを理解し、自分の意見を論理的に表現する力を養成します。

	使用テキスト
『現代文１』（東京書籍）／副教材『新演習現代文アチーブ３』（桐原書店）

『現代文の重要知識』（桐原書店）

	評価方法
定期試験は年5回実施します。定期試験の点数を８割、平常点を２割として、百点法で評価します。平常点は、ノート・プリント・課題の提出物・小テストなどから評価します。提出物については、期限を厳守して下さい。

	受講生へ
様々な文章を的確に読解できるような取り組みをするのはもちろんのこと、「書く」ことについて、力を入れて取り組みます。現代社会の諸問題について視野を広げ、調査し、自分の意見を根拠づけて論理的に書くことを目指して、ステップを踏んで学習を進めます。授業以外にも常に読書をする習慣を身につけ、批評することをしましょう。思考力を必要とする抽象的な語彙や、想像力をかきたてられる語彙に多く触れ、多角的なものの見方をするように心がけることが重要です。授業の予習・復習だけでは、国語力の向上は望めません。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	評論「モロッコで考えたこと」
小説「山月記」
前期第１回定期試験／評論「相手依存の自己規定」

評論「文字からコンピュータへ」
《夏期休暇課題》随想「父から娘へ──露伴が伝えたこと」
随想「父から娘へ──露伴が伝えたこと」／

前期第３回定期試験／評論「日本人の美意識」

小説「こころ」
後期第１回定期試験／《冬季休暇課題》

評論「『である』ことと『する』こと」（予定）

表現・小論文（予定）

後期第２回定期試験
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	古典Ⅰα
	国　語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ
	２単位
	小山　志門
	6,10,12,3月

	教育目標

1 助動詞の基本事項を確実に暗記し、それを本文中で使いこなす。

2 敬語法の基礎を定着させ、本文の読解・鑑賞に応用する。
3 文法事項を前提として、古文の世界を鑑賞し、自分なりに感想を持つ。
4 漢文の基礎（返り点・再読文字）をマスターし、句形の学習を進める。


	使用テキスト
右文書院「古典Ⅰ」

仲先生の古典文法の基礎と実践（文英堂）/　センター古文単語440（浜島書店） 

/ 体系古典文法（数研出版）

	評価方法
定期テスト80％，平常点20％です。平常点は、ノート提出，小テスト（単語や単元ごと）、その他課題により評価します。
提出物は、必ず期限を守ってください。

	受講生へ
今年度は、中学から学んできた古典文法事項を前提として、作品の「鑑賞」に取り組みます。その作品の世界に描かれているものを読み取り、その人物像や世界観などに対して、今に生きる自分が、どのように感じるのか。単純に文法事項の整理に終わりません。しかし、文法事項の定着がなければ、解釈に困難が生じますから、適宜、文法事項に関する学習も繰り返します。本文に触れ、いろいろと感じつつ、解釈を楽しんでほしいと思います。かなり文法が苦手な生徒は、基礎的な事項について、家庭学習を多く行って予習を進めておいてください。



	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	助動詞・敬語の定着度の確認

『伊勢物語』　「梓弓」「渚の院」その他　プリント教材による、敬語の復習　　

漢文の基礎①　返り点・書き下し分　再読文字

作品の鑑賞①　『大鏡』

夏期休暇中課題

作品の鑑賞②　『源氏物語』　桐壺

　　　　　　　　　　　　　　若紫

漢文の基礎②　句形の学習１　受身・使役

冬休み課題
　　　　漢文の基礎③　句形の学習２　比較・疑問

古文　―　評論教材　―　
演習問題も適宜からめながら、授業を進行させます。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	古典Ⅰβ
	国　語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ
	２単位
	小山　下川原　河原
	6,10,12,3月

	教育目標

　文語文法は、用言・助動詞の知識を確実なものとし、敬語法のマスターを目指します。同時に古典の世界にうかがえる時代背景や文化に関する知識を豊富にします。これらの学習を通して、古典を読解する能力の向上をはかるとともに、古典の世界への興味関心を深め、より深く文章を理解する力をつけていきます。

	使用テキスト
『古典Ⅰ』右文書院／『体系古典文法』数研出版／『仲先生の古典文法の起訴と実践』文英堂

『漢文必携』桐原書店 / 『センター古文単語』浜島書店

	評価方法
定期テストの点数が８割、平常点が２割という割合で評価します。平常点は、授業中に行う小テスト、適宜提出する授業ノート、その他プリントなどの提出物によるものとします。

	受講生へ
本講座では、古文を読むために必要な知識を豊富にし、実際に古文を読み味わいたいと思います。受講生には予習を求めます。辞書を引いて語句を確認したり、文法書で文法事項を確認したりと、積極的な勉強姿勢で古文と向き合ってください。文法は、昨年度学習した内容に新しい範囲が加わります。常に復習をし続けることが大切です。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
	助動詞・敬語の定着確認
『伊勢物語』：「梓弓」「渚の院」　敬語の理解の徹底：プリント教材

『源氏物語』「桐壺」：二重敬語など

登場人物の心情を読み取る

　　　　　　

《夏期課題→問題集（敬語中心）》

漢文基礎学習

後期冒頭は、フィードバック（助動詞・敬語を中心に）を視野に入れて。

『大鏡』堀河殿、最後の参内：当時の貴族社会の実相を読み取る

漢文基礎学習（語句・返り点・再読文字）

《冬期課題→古文問題集（長文読解問題）　漢文ドリル》

漢文続き　　『更科日記』

その他、適宜プリント教材で、文法事項などを演習します。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	世界史Ａ
	社会
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	全クラス
	３単位
	金原・斉藤
	7,10,12,3月

	教育目標

現代の国際世界でおきている出来事を、歴史的背景を知識として身につけた上で、理解し、私たちの生きる現代世界への参加の自覚と関心を育成する。

	使用テキスト
『世界史A』（東京書籍）/『ビジュアルワイド図説世界史』（東京書籍）/『世界史Ｂ用語集』（旺文社）

	評価方法
4回の試験およびレポートなどで評価。

	受講生へ
立命館慶祥高校社会科最後の全員必修科目です。「歴史に目をつぶるものは、未来に目をつぶる。」人類の歴史の概観をまずは教養として身につけよう。

	年間学習計画

	４月

７月

９月

12月

３月
	ガイダンス

諸文明圏の成立と特質

諸文明の交流　　　　　　定期試験

19世紀の世界　　市民革命と産業革命

帝国主義の時代　　　　　定期試験

20世紀の世界　　戦争と平和

2つの世界大戦

戦後国際世界　　　　　　定期試験
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	日本史Ａ・Ｂ
	社会
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2A〜G
	３単位
	菊地・池
	6,7,10,12,3月

	教育目標

１、問題解決能力の鍛錬
２、国際人・日本人としてのアイデンティティを歴史の中から各自が模索する。

３、高校生としての、日本史に関する知識教養を深める。

	使用テキスト
『詳説日本史』（山川出版社）

	評価方法
試験とともに、提出物、しっかり内容を把握しているかどうかを吟味する。

わからない語句や疑問点をあいまいにせず、自分で考え調べ、答を出そうとしているかどうかといった姿勢を問う。

	受講生へ
・高校生としての、日本史に関する知識教養を深めて欲しい。

・調べ学習を通して、歴史に対する興味・関心を高めて欲しい。

・その際「なぜそのようになったのか・現代とのつながり」といった問題意識を持って、個別の歴史事象を考えて欲しい。

＜成績・評定＞

★成績の平均・評定平均の算出時は、「日本史Ａ」「日本史Ｂ」の２科目として扱います。そのため、他の科目に比べ平均値への影響は２倍となります。

＜欠課時数＞

· 授業の欠席時数を「日本史A」：「日本史B」＝２：１に分けて表記します。小数が出た場合、「日本史A」は小数点第1位を切り上げ、「日本史B」は小数点第1位を切り落とした数値を表記します。

	年間学習計画

	4月

８月

10月

１月
	日本文化のあけぼの

律令国家の形成

貴族政治と国風文化

武家社会の成立

武家社会の成長

幕藩体制の確立

幕藩体制の展開

幕藩体制の動揺
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	地理Ａ・Ｂ
	社会
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2B〜H
	３単位
	百瀬・加藤
	6,7,10,12,3月

	教育目標

・高度な地理的知識の修得に務め、さまざまな課題に取り組む事ができる資質を養う

・高度な地理的な見方，考え方を培う。「地域」ということを通して世界や日本を考える

・世界と日本との関係を常に考察し、国際社会に生きる日本人としての資質を養う。
・地球的規模の課題についての解決方法を積極的に取り組む姿勢を養う

	使用テキスト
教科書『新詳地理B最新版』（帝国書院）/地図帳『新詳高等地図最新版』（帝国書院）/副教材『新編ビジュアル地理2005』（東京法令出版）・『実力養成地理問題集』（山川出版社）

	評価方法
定期考査と小テスト、課題等を総合的に判断、地理的知識、地図的作業能力、統計，データの収集、処理能力、地理的発想力

	受講生へ
地域研究、国際的分野を目指す者、政策･行政関係を目指す者

理系でセンター試験が必要な者が望ましい

＜成績・評定＞

★成績の平均・評定平均の算出時は、「地理Ａ」「地理Ｂ」の２教科として扱います。そのため、他の教科に比べ平均値への影響は２倍となります。

＜欠課時数＞

· 授業の欠席時数を「地理A」：「地理B」＝２：１に分けて表記します。小数が出た場合、「地理A」は小数点第1位を切り上げ、「地理B」は小数点第1位を切り落とした数値を表記します。

	年間学習計画

	４月

８月

10月

１月
	地球概観　交通通信

大縮尺地図　

自然環境―地形

小縮尺地図とGIS

国家と国家群、民族･人種

気候

農業

開発と環境

人口
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅱ(α)
	数　学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A・B・C/D・E
	４単位
	大森・池原/池原・菊地
	6,7,10,12,3月

	教育目標

式と計算、式の証明、複素数と方程式の解、三角関数、指数関数、対数関数、微分・積分の考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸ばす。

	使用テキスト
教科書：精説　高校数学　第1･2･3巻　(数研出版)
問題集：精説高校数学　準拠問題集　第1･2･3巻(数研出版)

　　　　オリジナル数学Ａ・Ⅱ・Ｂ(数研出版)

	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　で評価する

	受講生へ
方程式や不等式の考え方や計算および証明に習熟する。また三角関数・指数関数・対数関数など、自然科学・社会科学における変化を表す基本的な関数を扱う。それぞれの関数の性質から活用できる分野を考察してほしい。高校数学の華である微分・積分を扱う。新しい発想法とそれを定式化することによって様々な分野の解析に応用できる糸口をつかんでほしい。

予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。節ごとに確認小テストを行う。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	複素数と方程式の解・高次方程式・三角関数

三角関数

三角関数

三角関数・指数関数・対数関数

対数関数

微分その１(3巻)

微分・積分その1(3巻)
積分その1(3巻)

積分・大学入試問題演習開始

大学入試問題演習

大学入試問題演習

大学入試問題演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅱ(β)
	数　学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2年A・B・C組
	４単位
	今井　渡邊勝
	6,7,10,12,3月

	教育目標

式と計算、式の証明、複素数と方程式の解、三角関数、指数関数、対数関数、微分・積分の考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸ばす。

	使用テキスト
教科書：　数学Ａ･Ⅱ･Ｂ　(数研出版)
問題集：４ＳＴＥＰ　数学Ⅱ　(数研出版)
　　　　オリジナル　数学Ⅱ　（数研出版）


	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　⑤長期課題テスト・節末テストで評価する

	受講生へ
方程式や不等式の考え方や計算および証明に習熟する。また三角関数・指数関数・対数関数など、自然科学・社会科学における変化を表す基本的な関数を扱う。それぞれの関数の性質から活用できる分野を考察してほしい。高校数学の華である微分・積分を扱う。新しい発想法とそれを定式化することによって様々な分野の解析に応用できる糸口をつかんでほしい。

予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。節ごとに節末テストを行う。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	複素数と方程式の解・高次方程式

三角関数

三角関数・演習・指数関数

対数関数

微分

微分・演習

積分

積分

積分・演習

大学入試問題演習開始

大学入試問題演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅱ・Ⅲ(α)
	数　学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	D・E・F/G・H組
	４単位
	大森・白山/白山・菊地
	6,7,10,12,3月

	教育目標

式と計算、式の証明、複素数と方程式の解、三角関数、指数関数、対数関数、微分・積分の考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸長させる。数学の本質を理解し、汎用性の高い基本事項の習得を目指す。

	使用テキスト
教科書：精説　高校数学　第1･2･3巻　(数研出版)
問題集：精説高校数学　準拠問題集　第1･2･3巻(数研出版)

　　　　オリジナル数学Ａ・Ⅱ・Ｂ(数研出版)

	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　で評価する

	受講生へ
方程式や不等式の考え方や計算および証明に習熟する。また三角関数・指数関数・対数関数・分数関数・無理関数など、自然科学・社会科学における変化を表す基本的な関数を扱う。今年度で高校数学における関数がすべて登場することになる。それぞれの関数の性質から活用できる分野を考察してほしい。高校数学の華である微分・積分を扱う。新しい発想法とそれを定式化することによって様々な分野の解析に応用できる糸口をつかんでほしい。

予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。節ごとに確認小テストを行う。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	複素数と方程式の解・高次方程式・三角関数

三角関数

三角関数

三角関数・指数関数・対数関数

対数関数

微分その１(3巻)

微分その１・積分その１(3巻)

積分その１(3巻)

積分その１・分数関数・無理関数(3巻)

無理関数・合成関数(3巻)

微分法その１(4巻)

微分法その１(4巻)
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅱ・Ⅲ(β)
	数　学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2年G・H組
	４単位
	大森・渡邊勝
	6,7,10,12,3月

	教育目標

式と計算、式の証明、複素数と方程式の解、三角関数、指数関数、対数関数、微分・積分の考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸長させる。数学の本質を理解し、汎用性の高い基本事項の習得を目指す。

	βクラス使用テキスト
教科書：数学Ⅱ･Ⅲ　(数研出版)
問題集：４ＳＴＥＰ　数学Ⅱ･Ⅲ　(数研出版)
　　　　オリジナル　数学Ⅱ･Ⅲ（数研出版）

	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　⑤長期課題テスト・節末テスト　で評価する

	受講生へ
方程式や不等式の考え方や計算および証明に習熟する。また三角関数・指数関数・対数関数・分数関数・無理関数など、自然科学・社会科学における変化を表す基本的な関数を扱う。今年度で高校数学における関数がすべて登場することになる。それぞれの関数の性質から活用できる分野を考察してほしい。高校数学の華である微分・積分を扱う。新しい発想法とそれを定式化することによって様々な分野の解析に応用できる糸口をつかんでほしい。

予習、復習を欠かさず、授業に臨むこと。節ごとに確認小テストを行う。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	複素数と方程式の解・高次方程式

三角関数

三角関数・演習・指数関数

対数関数

微分

微分・演習

積分

積分

積分・演習

分数関数

分数関数・無理関数

無理関数
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学B(α)
	数学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	２ＡＢＣＤＥＦ
	2単位
	大森正志・池原・菊地真琴
	6,10,12,3月

	教育目標

不等式の表す領域、平面ベクトル、空間ベクトル・数列についての考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸ばす。

	使用テキスト
教科書：精説　高校数学　第2･3巻　(数研出版)
問題集：精説高校数学　準拠問題集　第2･3巻(数研出版)

　　　　オリジナル数学Ⅱ･B･C(数研出版)

	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　で評価する

	受講生へ
不等式の表す領域から始まり、代数学の基本である「ベクトル」の考え方を習得する。また、後半には解析学の基本である「数列」についても学ぶ。

将来的な数的処理のための重要な基礎力を学ぶ科目となっているので、一歩一歩着実に習得していくことを望みます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	平面上のベクトル

ベクトルと平面図形

空間ベクトル

等差数列と等比数列

いろいろな数列

数学的帰納法

大学入試問題演習開始

大学入試問題演習　




2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学B(β)
	数学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	２ＡＢＣ
	2単位
	今井・渡辺勝
	6,10,12,3月

	教育目標

不等式の表す領域、平面ベクトル、空間ベクトル・数列についての考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸ばす。

	βクラス使用テキスト
教科書：　数学Ⅱ･Ｂ　(数研出版)
問題集：４ＳＴＥＰ　数学Ⅱ･Ｂ　(数研出版)
　　　　オリジナル　数学Ⅱ・Ｂ　（数研出版）

	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　⑤長期課題テスト・節末テスト　で評価する

	受講生へ
不等式の表す領域から始まり、代数学の基本である「ベクトル」の考え方を習得する。また、後半には解析学の基本である「数列」についても学ぶ。

将来的な数的処理のための重要な基礎力を学ぶ科目となっているので、一歩一歩着実に習得していくことを望みます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	　軌跡と領域

平面上のベクトル

ベクトルと平面図形

空間ベクトル

等差数列と等比数列

いろいろな数列

数学的帰納法

大学入試問題演習開始

大学入試問題演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学BC(α)
	数学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	２ＤＥＦＧＨ
	2単位
	大森正志・白山・菊地真琴
	6,10,12,3月

	教育目標

不等式の表す領域、平面ベクトル、空間ベクトル・数列についての考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸ばす。

	使用テキスト
教科書：精説　高校数学　第2･3巻　(数研出版)
問題集：精説高校数学　準拠問題集　第2･3巻(数研出版)

　　　　オリジナル数学Ⅱ･B･C(数研出版)

	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　で評価する

	受講生へ
不等式の表す領域から始まり、代数学の基本である「ベクトル」の考え方を習得する。また、後半には解析学の基本である「数列」についても学ぶ。

将来的な数的処理のための重要な基礎力を学ぶ科目となっているので、一歩一歩着実に習得していくことを望みます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	平面上のベクトル

ベクトルと平面図形

空間ベクトル

等差数列と等比数列

いろいろな数列

数学的帰納法

二次曲線
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学BC(β)
	数学
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2ＧＨ
	2単位
	大森正志・渡辺勝
	6,10,12,3月

	教育目標

不等式の表す領域、平面ベクトル、空間ベクトル・数列についての考え方について理解し、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを自然科学・社会科学の分野で数学的に考察し処理できる基礎能力を伸ばす。

	βクラス使用テキスト
教科書：数学Ⅱ･B･C　(数研出版)
問題集：４ＳＴＥＰ　数学Ⅱ･B･C　(数研出版)
　　　　オリジナル　数学Ⅱ･B･C　（数研出版）


	評価方法
定期考査：70％　　　平常点：30％

平常点は①授業内小テスト・授業態度　②ノート提出　③週末課題　④長期休暇課題　⑤長期課題テスト・節末テストで評価する

	受講生へ
不等式の表す領域から始まり、代数学の基本である「ベクトル」の考え方を習得する。また、後半には解析学の基本である「数列」についても学ぶ。

将来的な数的処理のための重要な基礎力を学ぶ科目となっているので、一歩一歩着実に習得していくことを望みます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	　軌跡と領域

平面上のベクトル

ベクトルと平面図形

空間ベクトル

等差数列と等比数列

いろいろな数列

数学的帰納法

二次曲線
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	物理Ⅰ
	理科
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	DE　FG　H
	３単位
	及川　貴夫
	6,7,10,12,3月

	教育目標

自然の基礎的事象を簡単な物理的モデルにまとめ、モデルに出てくる物理量の関係を法則等で関連付けした上で、数理的処理をできようになることを目標にする。その中で将来の大学入試に向けた基礎的学力の向上も狙う。

	使用テキスト
『高等学校　物理Ⅰ』（啓林館）/ 『高等学校　物理Ⅱ』（啓林館）
副教材『リードα　物理Ⅰ・Ⅱ』(数研出版)

	評価方法
定期テスト点70％、平常点30％の割合で評価します。平常点は、（提出物、レポート、小テスト）のほか学習に向かう姿勢も考慮し総合的に決定します。

	受講生へ
急に集中して学習したからと言って大きく成績が伸びるような科目ではありません。継続した学習が成功の必須条件になります。科目特性から学習の負担は大きくなることを承知の上で選択し、将来の進路実現につなげてください。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	力学　　　　　　　　　　　　　　●モーメント

仕事とエネルギー　　　　　　　　●熱とエネルギー（演習）

波動　　　　　　　　　　　　　　●波の性質

　 　　　　　　　　　　　　　　　 ●音と音波

· 光と光波

＜物理Ⅱ＞

　力学　

●運動の表し方と力の働き

●運動の法則

●仕事とエネルギー

●運動量と力積

●円運動と万有引力

　　●慣性力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（●単振動）　　　　　　　　　　　　
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	生物Ⅰ（文系）
	理　科
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A,B,C,DE,F
	３単位
	千葉・島田
	6,7,10,12,3月

	教育目標

今年度の目標をつぎのように定めた。

5 恒常性のしくみを理解し、生命体のメカニズムを体系的にとらえる。
6 遺伝の法則と考え方を理解し、生命の多様性について基本的なしくみをとらえる。
7 植物の反応のしくみを理解し、外部環境の変化との関わりをとらえる。

8 受験に対応する知識の習得をはじめ、観察力・考察力・理解力などの高次学力を習得する。



	使用テキスト
『生物Ⅰ』、（数研出版）

『実験観察　生物図説』(秀文堂)

『リードα　生物Ⅰ』(数研出版)



	評価方法
定期テスト70％、平常点30％です。平常点は、実験レポート・課題・小テスト・板書ノート・および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。

	受講生へ
まず、生物Ⅰの範囲で、未履修の範囲の学習を進めていきますが、教科書の順番通りではないので、下の学習計画で確認をしてください。

未履修の範囲の学習と同時並行して、すでに学習済みの範囲の復習をしていきます。多分、忘れてしまっている部分が多いと思いますので、点検・復習をかけていきます。これに関しては、基本的に自分で復習してもらうことになります。定期試験にも、履修済みの部分を範囲を限定して出します。

この一年で、センター試験レベルの問題は７～８割くらいは正答できるくらいの実力を養成しますので、しっかり取り組んでください。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第3部　環境と動物の反応

第2章 体液と恒常性　第2節～第3節

第2部　生命の連続性

　第3章　遺伝　　第1節～第6節

第4部 環境と植物の反応

第1章 植物の生活と環境

第2章 植物の反応と調節
問題演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	生物Ⅰ（理系）
	理　科
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	２－ＦＧ
	３単位
	　　    高橋 祐次
	6,7,10,12,3月

	教育目標　今年１年間の学習目標を次のように定めた。
① 「人体」との関わりを通じて生命活動のメカニズムを体系的に理解する。
② 生物Ⅰの全範囲（生物Ⅱの一部含む）の知識を習得･理解し、生物学的な考察能力を身につける。
③ 実験運用能力を習得し、仮説→観察･実験→考察→仮説の検証といった、より高度な生物学的な探求の過程や方法を知る。
④ センター試験から２次受験までを意識した演習能力を養い､自学自習ができる受験学力を育てる。

	使用テキスト
『高等学校　生物Ⅰ』、（数研出版）、　　　　『高等学校　生物Ⅱ』、（数研出版）　　　　　　　　
『生物図説』(秀文堂)

『リードα　生物Ⅰ』(数研出版)　　　　　　『ニューグローバル生物Ⅱ』(東京書籍)

	評価方法
定期テスト80％、平常点20％です。平常点は、実験レポート・課題・小テスト・板書ノート・および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。

	受講生へ
まず、生物Ⅰの範囲で、未履修の範囲の学習を進めていきますが、教科書の順番通りではないので、下の学習計画で確認をしてください。
未履修の範囲の学習と同時並行して、すでに学習済みの範囲の点検・復習をかけていきます。これに関しては、基本的に自分で復習してもらうことになります。定期試験にも、履修済みの部分を範囲を限定して出します。
また、生物Ⅰの範囲終了後は、生物Ⅱの分野に進み理系選択者としてより高度の学力の養成をしますので、予習･復習等を計画性をもってしっかり学習に取り組んでください。文系に比べて進度は速くなります。当然，自学自習の割合は高くなりますので各自の進路目標への高い意識が大切です。医、歯、薬、理、工、
農、獣医、水産学部などを志望する生徒は必須です。

	年間学習計画

	４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	生物Ⅰ　第3部　環境と動物の反応
　　　　第2章　体液と恒常性
　　　　第2節～第3節
　　　　第2部　生命の連続性
　　　　　第3章　　遺伝
　　　　　　第1節～第6節
　　　　第4部　環境と植物の反応
　　　　　第1章　植物の生活と環境　第2章　植物の反応と調節
生物Ⅱ　第１部  分子から見た生命現象
　　　　  第１章  生物体内の化学反応と酵素
          第２･３章  細胞呼吸 、光合成と窒素同化
　　　　  第４章  生命現象とタンパク質
（注）生物Ⅰ･Ⅱの範囲に関しては、入試問題演習にも取り組んでいきます。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	化学Ⅱ
	理　科
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択
	３単位
	伊藤，大沢，蔭山
	6,7,10,12,3月

	教育目標

「化学Ⅰ」の理論化学、および「化学Ⅱ」を学習します。1年間の学習目標を次のように定めました。

9 化学変化と物質の量との関係を知り、化学反応における量を推測できる。（化学Ⅰ）
10 色々な化学変化（熱化学・酸と塩基・酸化と還元）を理解する。（化学Ⅰ）
11 物質の構造と状態を学習し、量的関係と併せて理解する。（化学Ⅱ）
12 どのようにして化学反応が起こるのか、「化学平衡」という概念を通して理解する。（化学Ⅱ）
13 大学進学にあたって必要な知識や技能を養い、入試問題に対応できる。（全般）

	使用テキスト
教科書：『化学Ⅰ』、『化学Ⅱ』（数研出版）

副教材：『フォトサイエンス化学図録』

『リードα化学Ⅰ・Ⅱ』(数研出版)

『化学実験書』（立命館慶祥中学校・高等学校化学科編）

	評価方法
定期テスト70％，平常点30％です。定期試験は、年間５回実施されます。授業の内容に加えてセンター試験レベルの問題を必ず含むように設定します。平常点は、実験レポート，授業中に課される課題，小テスト，および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。

	受講生へ
内進生も高入生も同じ講座となります。（クラス単位の混合です）前半は、「化学Ⅰ」の範囲で「粒子の相対質量と物質量、化学反応と熱、酸と塩基、酸化還元反応」を学習します。後半は、「化学Ⅱ」の範囲で「粒子の結合、気体、溶液、反応速度と化学反応のしくみ、化学平衡」について学習します。
「化学Ⅰ」の「物質の性質」に比べて憶えることよりは考えることや複雑な計算も多くなるので、相当努力しないと（家庭での学習をしっかりしないと）ついて行けなくなるかも知れません。しかし、理系に進む生徒のとってはとても大切な考え方を学ぶので、途中で挫折することのないよう、基本問題で復習をしながら勉強を進めていきましょう。また、新聞やニュースなどで化学に関する話題などにも興味を持ってみてください。日常生活の色々なことが、化学と関連しているということが分かると思います。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	化学Ⅰ　　１編－２　物質の構成粒子
１編－３　粒子の相対質量と物質量
２編－１　化学反応と熱化学方程式
２編－２　酸と塩基の反応
２編－３　酸化還元反応
化学Ⅱ　　１編－１　粒子の結合、１編－２　物質の三態
　　１編－３　気体、１編－４　溶液
　　　　　２編－１　化学反応の速さと化学反応のしくみ
　　　　　２編－２　化学平衡
注)　授業では、並行してセンター試験入試問題演習にも取り組んでいきます。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	地学Ⅰ
	理　科
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～G選択
	３単位
	久末　大介
	6,7,10,12,3月

	教育目標

今年1年間の学習目標

　自然の事物・現象に対して興味・関心を深め、地学的な基本的概念や原理・法則を理解し、自然の事物・現象を科学的に説明できる能力と態度を育成します。

大学進学にあたって、センター試験に必要な基礎的知識や技能を養い、大学入試に必要な学力を身につけます。

	使用テキスト
『地学Ⅰ』（啓林館）

『センサー　地学Ⅰ＋Ⅱ　問題集』(啓林館)
その他の副教材・資料集は別途、指定します。

	評価方法
定期テスト70％，平常点30％です。平常点は、提出物，授業中に課される課題，小テスト，および授業に取り組む姿勢などを考慮して評価します。提出物の期限は必ず守ってください。また、試験では復習範囲を含みます。

	受講生へ
・３年生になってセンター試験を選択し、得点がとれるように授業を進めていきます。予習と復習を心がけましょう。

・他の教科と大きく関連しています。共通点や差がどのようなものか考えることも大切です。

・毎日の生活の中で注意深く物事を観察する習慣を身につけるとともに、疑問を感じたら友人などと話しあってみてください。地学も他の教科と大きく関連しています。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	第１部　固体地球とその変動　

1 太陽系の中の地球　② 地球の形と構造　

3 現在の地球の活動　

④ 地殻の形成

第２部　地球の歴史　

1 地球史の読み方　

② 地球の生命と進化
第３部　大気・海洋と気象

1 大気と水　② 大気の運動　
③ 日本の天気　④ 海洋の気候
第４部　宇宙の構成

1 太陽と太陽系　
② 恒星の性質と変化　

③ 銀河系と宇宙
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	男子体育
	保健体育
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ組
	２単位
	村田尋人・長田治郎・日裏徹也
	各単元末

	教育目標
運動における個人や集団の技能向上のために、高い目標や課題を必要に応じて設定し、練習やゲームの仕方が工夫できるようになる。運動に対してチャレンジ精神を持ち、継続した努力やできたときの喜びと達成感を経験し、自己に対して自信をつける。様々な場面で責任感を持ち、リーダーシップがとれるようになる。

	使用テキスト
副読本：　MY SPORTS（大修館）

用具　：　柔道着　クロスカントリースキーブーツ

	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢・出席点で単元ごとの成績を出します。前・後期末の評価では単元の成績をトータルで80％、意欲・関心・態度で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技能向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	ガイダンス　集合　整列　陸上（200ｍ走　走り高跳び跳び）

マラソン

ラグビー

柔道

クロスカントリースキー
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	女子体育
	保健体育
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ組
	２単位
	松尾昭子・長田治郎
	各単元末

	教育目標
運動における個人や集団の技能向上のために、高い目標や課題を必要に応じて設定し、練習やゲームの仕方が工夫できるようになる。運動に対してチャレンジ精神を持ち、継続した努力やできたときの喜びと達成感を経験し、自己に対して自信をつける。様々な場面で責任感を持ち、リーダーシップがとれるようになる。

	使用テキスト
副読本：　MY SPORTS（大修館）

用具　：　クロスカントリースキーブーツ

	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢・出席点で単元ごとの成績を出します。前・後期末の評価では単元の成績をトータルで80％、意欲・関心・態度で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技能向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	ガイダンス　集合　整列　サッカー

マラソン

バトミントン

ダンス

クロスカントリースキー
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	保健
	保健体育
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ組
	１単位
	長田治郎・阿南浩司・日裏徹也
	10月

	教育目標
1 自己の体力と運動能力を認識し、生涯を通じて自分に適した運動を計画、実践できる力をつける。

2 性に関する正しい知識を理解し、自らの判断で自律した行動ができる力を身につける。
3 薬物乱用のからだへの影響と国際社会における我が国の現状を理解する。
4 自らをとりまく環境が健康にどのような影響を及ぼしているのか理解し、解決しようとする資質と能力を育成する。

	使用テキスト
教科書： 現代保健体育（大修館）

　　　　 授業でプリントを配布　　

	評価方法
前期は定期試験80％、授業で配布したプリントの提出（整理・理解度の確認）10％、授業に対しての取り組む姿勢10％から総合的に評価します。後期はグループ学習への取り組み方、出席点で80％、レポート20％の内容で評価し、年度末は総合的に評価します。



	受講生へ
生涯を通じて健康な生活を送るための知識を学び、それに伴う諸問題に対してどう判断し、行動すればよいのかを考え、解決できる力を身につけましょう。

	年間学習計画

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月
	ガイダンス　体育理論（運動と体力　　基礎代謝　　トレーニング方法とその効果）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スポーツテスト

ＳＴＤ（性感染症）

エイズ（ＨＩＶ）

薬物乱用

医薬品

ジェンダー

生涯スポーツ（男女共習　　グループ学習）
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	音楽Ⅰ
	芸術
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ（選択者）
	１単位
	田中貴・坂入幾久子
	筆記試験なし

	教育目標

（１）音楽の諸活動を通して、感性を磨き豊かな音楽の能力を育てると共に、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。

（２）多様な音楽を通じて感性を豊かにし、音楽に対する興味・関心を持つ心を養う。

	使用テキスト
高校音楽Ⅱ　ＭＵＳＩＣ  ＡＴＬＡＳ  （教育出版）

	評価方法
前期は歌、後期はリコーダーにて評価。後期のリコーダー評価はアンサンブル50％、ソロ50％、

いずれも50点満点で評価する。実技に関しては特に授業態度（努力点）を考慮し、学年末は前期・

後期の総合評価とする。

	受講生へ
音楽の授業は歌とリコーダー、音楽鑑賞を中心に進めていきます。

前期に歌、後期にリコーダー（個人・アンサンブル）のテストを行ないます。グループごとの評価も出しますので、個々の努力とグループのチームワークが必要となります。

学年末にはそれらを総合して評価を出します。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	鑑賞『Ｗｅ　ａｒｅ　ｔｈｅ　ｗｏｒｌｄ』

歌唱「明日があるさ」、「島唄」

鑑賞『ベートーヴェン』

歌唱「Ｃａｒｏ　ｍｉｏ　ｂｅｎ」
歌唱「Ｃａｒｏ　ｍｉｏ　ｂｅｎ」

斉唱試験「Ｃａｒｏ　ｍｉｏ　ｂｅｎ」

リコーダーアンサンブル

リコーダーアンサンブル

リコーダー「‘Ｏ　ｓｏｌｅ　ｍｉｏ」

リコーダー「‘Ｏ　ｓｏｌｅ　ｍｉｏ」

リコーダー試験「‘Ｏ　ｓｏｌｅ　ｍｉｏ」

１年間のまとめ

※　授業内容は進度や教材の関係で変更があります。
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	美術
	芸術
	高校2年生


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～H（選択者）
	１単位
	柴田　尚
	なし

	教育目標

現代の多様な表現手段とその背景を分析し、自分に適した表現方法を追求する力を養う。

・社会のニーズを受け止め、自分が伝えたいこととの接点を探りながら、造形化していくことができる。
･ 作家の作品を鑑賞し、自己や社会と向き合う姿勢が多様な表現を生み、作品として結実している事を理解することができる。

・絵画というジャンルの中で、支持体や技法を工夫し、表現したい世界を追及する。

	使用テキスト
高校美術２（光村）

※教材費は個人負担。年間2500円程度（石膏、紙粘土、段ボール紙、ポートフォリオ用ファイル3冊など）個人の技法に応じ制作材料は各自調達となる。必要に応じて購買部で購入

美術館レポートの美術館入館料（800円程度）と交通費。

	評価方法
次の３項目のトータルを100点とする。①作品②提出物：エスキース、ポートフォリオ（制作の途中経過のまとめ、自己評価カード）、美術館レポートなど③平常点（制作態度・用具･材料の調達と管理、計画性など）。その比率は６：２：２。

	受講生へ
美術に関する一般的な教養としての講座です。基本方針は1年次と変わりません。造形活動を自己表現やコミュニケーションの手段として活用し、自分にふさわしい表現方法を工夫･獲得してもらうこと、鑑賞を通して他者理解・異文化理解を深めてもらうことを狙いとしています。

	年間学習計画

	4月

8月

9月

1月


	オリエンテーション

「キャンバスは自由だ」

・支持体（キャンバスになるもの）研究　　・作家の作品と技法研究

・イメージの掘り起こし　　　　　　　　　・エスキース（下絵。習作）

・制作　　　　　　　　　　　　　　　　　・講評会と自己評価
美術館レポート

Ｗｉｎｔｅｒ　Ａｒｔ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　（雪祭りのプランニング）

冬の風物詩になっている雪祭りを、高校生の視点で見直す。

· プランニング

· 模型作成

· 展示（モエレ沼公園の施設予定）

· 講評会と自己評価
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語II-Discovery  (Literature)
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	２－DEF
	２単位
	Glen Hill
	6,7,10,12,3 月

	教育目標   Develop a higher level of reading fluency and an interest in reading through extensive reading and class discussions.  Improve reading skills with specialized lessons that allow students to practice certain abilities.  Students will be encouraged to read regularly with goals for personal reading, as well as meeting goals for class reading text.  Students will also be challenged to increase their reading speed and will also build their vocabulary.

	使用テキスト  For class novels, we will read “All She Was Worth” (Miyuki Miyabe) and “Holes” (Louis Sachar).  For personal reading goals, students will use graded readers level 3 or higher, plus approved short native level novels.  Other authentic materials will include Internet sources, newspapers, magazines, etc.

	評価方法  Evaluation through meeting personal reading goals with book reports (50%).  Class work with comprehension-based tasks from the novels, open-book reading skill quizzes, and reading skill exercises (50%).  Reading speed will be assessed regularly.  Attitude in class.

	受講生へ  Everyone will read 2 novels during the year and discuss the story and its related cultural points.  Students have to keep up with regular homework in and outside of class.  Students will participate in a year-long personal reading program outside of class to meet the goal of 500 pages per year, and short book reports will come from each book they read.  Your reading speed will be checked every 6 weeks or so to show how well the outside reading has helped.  Students will be expected to make a vocabulary “study dictionary”and use it for personal improvement.  You will learn various reading skills to help you improve your abilities.  Everyone should take part in classroom discussions about the novels and other topics.

	年間学習計画         Class Reading:                    Personal Reading Goal:

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Start reading “All She Was Worth”
Start reading “Holes”
	500 pages outside reading by end of the year

First Term:
Read “All She Was Worth”.

Read ~250 pages of outside reading and

write related book reports.
Second Term:
Read “Holes”.
Read ~250 pages of outside reading and

write related book reports.
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅱ-Discovery(Grammar)
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-DEF
	２単位
	竹中　宏文
	6，7，10，12，3月

	教育目標

英語Ⅰ Discoveryの継続として、英語運用能力の極めて高い生徒を対象に、文法学習と精読を通して、論理的思考に立って文脈を正しく理解し、微妙なニュアンスまでも感知する「勘」の養成を目指す。文法の正しい理解と定着を重視しつつ、正確で豊かな表現力の更なる助長と充実を目指す。修了時、TOEFL 480－550点レベルの文法の力を養う。

	使用テキスト
株式会社エデック（フリン教材販売）発行　　

PROGRESS IN ENGLISH  Book 4, 5

英語標準問題1100（桐原書店）

	評価方法
英語Ⅱ･ＯＣⅡの中の他科目「Literature & Writing」との合算評価で、最終的に「英語Ⅱ」の科目評価となる。「Grammar」単独の評価項目としては、日常の小テスト(予習確認テスト・復習単確認テストなど)の状況・内容に基づく平常評価点を30％前後とする。定期試験（年間５回）は、総合実力試験とする。

	受講生へ
英語の言語能力の優秀者を対象とした必須科目。多読と精読をあわせて演習する。語彙(vocab)と言い回し等のいっそうの習得に努めてほしい。授業でふれる学習事項はその場で理解、暗記し、さらにしっかりと復習をすることで確実に自分の力にすること。



	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Book 4  Lesson 9        Reporting News, Rumors, etc                                            

Book 5  Lesson 1        Nouns                                  (3)                

        Lesson 2        Pronouns                               (3)

        Lesson 3        Adjectives                             (3)

        Lesson 4        Comparison                             (3)

        Lesson5＋6      Adverbs①+②                           (4)

        Lesson 7        Voice，Negation                        (4)

                          　　↓

Lesson 8        Inversions，Omissions，                (6)

Sentence Subjects 

Lesson 9        Translation & Composition              (6)
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	ＯＣⅡ-Discovery(Writing)
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-DEF
	２単位
	Martin Langford
	6，7，10，12，3月

	教育目標

The goal of the course is to develop the ability of writing through further and more in-depth use of the writing process. In addition, the course targets fluency of writing in various genres, paragraph writing, preparation for TOEFL writing, and writing research papers.  As it is a tradition of this school, students will give a presentation of their research papers, in the Ritsumeikan Keisho High School Speech Contest.

	使用テキスト
Students will be given hand-outs.

	評価方法
The methodology will entail using an eight lesson cycle followed by 2 skill building lessons。Students will work on impromptu-timed writing, TOEFL writing exercises, or, debates that are to be used as a source for writing expository papers.  As the course will give students the opportunity to utilize their ability to discuss and interpret selected poems by various world-renowned poets, they will also be challenged to do poetry writing of their own. From the second semester, using the writing process, students will complete an end of term 1000 word research paper on a topic of their choice (subject to approval of the teacher).  Upon completion of the research paper, students will learn and practice techniques in presenting so that they will be more than prepared for the annual speech contest.  Within each class, the best students will be selected by their peers and teacher to participate in the contest as a representative of the class.

	受講生へ
The things that you learn and do throughout this class will empower you to be greater and more confident writers in English, bringing you one step closer to that of the skills of native speakers in the same age group.  More importantly, this course will help you to begin to develop the skills that will be needed throughout your academic career and beyond. 

	年間学習計画

	4月

-10月

10月

11月

-1月

1月


	· Techniques in writing

· Writing process

· Discussion

· Persuasive Writing

· Writing process –Refresher course
· Research paper

· Preparation for contest
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅱα（TT/TP）
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-ABCDEFGH
	４単位
	原田美穂子・Bertram Jordan
	6，7，10，12，3月

	教育目標

英語I TT・TPに引き続き、文法事項の体系的知識と言語運用能力を身に付け、更に応用力につなげるための実践的・発展的学習を行なう。日本人教員によるTP授業で導入した文法事項を、反復練習などの訓練を通して定着させ、その後Native教員と日本人教員によるTT授業で、その文法知識をもとにListeningとSpeakingを中心とした応用力の促進を図る。文法的には文中の語順の特徴（第１～第５文型）および補語の形の論理的整理。分詞構文を含めて複文への習熟。助動詞の用法と、話法･仮定法で注意すべき動詞の時制概念の整理と習熟。修了時８割以上の生徒が英検２級以上に合格できる力を養い、TOEFL470点相当以上を目指す意欲を育てる。  語彙についても、1年次に学習した3,300語の定着を図るとともに、さらに時事英語、実際の場面で使われる5,100語程度の語彙の獲得を目指す。

	使用テキスト
PROGRESS in English  Book 4（株式会社エデック）

PROGRESS in English  Book 5（株式会社エデック）

CROWN English Series Ⅱ（三省堂）

	評価方法
テキストの言語材料をもとに定期テストの出題。定期試験（年間５回）の成績が全てでは無く、日常の小テスト(単元確認テストなど)、ノート・課題などの提出状況・内容に基づく平常評価点を考慮に入れる。最終的には科目TT/TPとしての単独評定はなく、２科目合算で「英語II」の評定となる。定期試験では、授業の内容理解と、応用力をみる新規の問題を含む。

	受講生へ
テキストを中心に授業を展開するので、家庭学習は基本的にテキストの語彙・文法事項の習熟に努めて下さい。配当時間数に比べ扱う言語材料が多いので、ページをスキップすることもあります。しかし、授業で扱われることだけが学習事項・学習内容の対象ではないので、基本的に全ページの学習が求められます。学習する文法を理解・定着させるためには英文を正しい発音で暗記するまで何度も繰り返し音読することが大切です。また、学習した文法事項を使って表現の幅を広げるために、様々な英作文に挑戦することを目標として授業に臨んで下さい。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Book 4  Lesson 9        Reporting News, Rumors, etc                                            

Book 5  Lesson 1        Nouns                                                  

        Lesson 2        Pronouns                               

        Lesson 3        Adjectives                             

        Lesson 4        Comparison                             

        Lesson5＋6      Adverbs①+②                           

        Lesson 7        Voice，Negation                        

                          　　↓

Lesson 8        Inversions，Omissions，                

Sentence Subjects 

Lesson 9        Translation & Composition              
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語Ⅱβ（TT/TP）
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-ABCDEFGH
	４単位
	石川佳奈・William Andrechek

森真木絵・Kevin McGee
	6，7，10，12，3月

	教育目標

英語I TT・TPに引き続き、文法事項の体系的知識と言語運用能力を身に付け、更に応用力につなげるための実践的・発展的学習を行なう。日本人教員によるTP授業で導入した文法事項を、反復練習などの訓練を通して定着させ、その後Native教員と日本人教員によるTT授業で、その文法知識をもとにListeningとSpeakingを中心とした応用力の促進を図る。文法的には文中の語順の特徴（第１～第５文型）および補語の形の理解。助動詞の用法と、話法・仮定法を含めた動詞の時制概念の理解。修了時、８割以上の生徒が準２級以上に合格できる力を養い、TOEFL450点相当以上を目指す意欲を育てる。語彙についても、大学入試センター試験レベルの3,300語をコミュニケーションの場面で使えることを目指す。

	使用テキスト
PROGRESS in English  Book 3（株式会社エデック）

PROGRESS in English  Book 4（株式会社エデック）

CROWN English Series Ⅱ（三省堂）

	評価方法
テキストの言語材料をもとに定期テストの出題。定期試験（年間５回）の成績が全てでは無く、日常の小テスト(単元確認テストなど)、ノート・課題などの提出状況・内容に基づく平常評価点を考慮に入れる。最終的には科目TT/TPとしての単独評定はなく、２科目合算で「英語II」の評定となる。定期試験では、授業の内容理解と、応用力をみる新規の問題を含む。

	受講生へ
テキストを中心に授業を展開するので、家庭学習は基本的にテキストの語彙・文法事項の習熟に努めて下さい。配当時間数に比べ扱う言語材料が多いので、ページをスキップすることもあります。しかし、授業で扱われることだけが学習事項・学習内容の対象ではないので、基本的に全ページの学習が求められます。学習する文法を理解・定着させるためには英文を正しい発音で暗記するまで何度も繰り返し音読することが大切です。また、学習した文法事項を使って表現の幅を広げるために、様々な英作文に挑戦することを目標として授業に臨んで下さい。

	年間学習計画

	４月
５月
６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	Book 3  Lesson 8+9      Participles

        Lesson 10       Auxiliary Verbs

Lesson 11+12    Relative Pronouns                      
Lesson 13,14,15 Narration                              
Lesson 16       Subjunctive Mood                      
「時」の概念と「時制」の概念のまとめ                   
Book 4  Lesson 1+2      Present Tense, Past Tense              
        Lesson 3        Future Tense                           
        Lesson 4        Conditions                             
        Lesson 5        Subjunctive Mood  以上、「時制」について特集   
        Lesson 6        Participles                            
        Lesson 7        Infinitives                            
        Lesson 8        Gerunds         　 以上、「準動詞」について特集   
        Lesson 9+10     Narration                              

        Lesson 11       Auxiliary Verbs                        

        Lesson 12       Relative Pronouns                      
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	ＯＣⅡ－α
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-ABCDEFGH
	２単位
	原田　美穂子・Bertram Jordan

Martin Langford
	6，7，10，12，3月

	教育目標

OCRでは英語標準問題を使用して語彙力の強化と文法事項の習熟と徹底を図る。また、スパイラル演習では精読に重点を置き、1学年で培った文法・構文・語彙力の強化と同時に長文読解能力を育成する。英語全体の総合的な運用能力を高めるための基礎を培う。OCLでは各クラスを半学級にしてNative教員による授業を行ない、TT・TPで学習した文法事項を基にしたListening指導とActivityを活発に行なうことで、更に英語運用能力の向上を図る。2月に行なわれるスピーチコンテストに向けて、Writing能力を高める演習を行なう。修了時８割以上の生徒が英検２級以上に合格できる力を養い、TOEFL470点相当以上を目指す意欲を育てる。  語彙についても、1年次に学習した3,300語の定着を図るとともに、さらに時事英語、実際の場面で使われる5,100語程度の語彙の獲得を目指す。

	使用テキスト
英語長文のスパイラル演習（STEP 2）（啓林館）

英語標準問題1100（桐原書店）

	評価方法
日本人教員によるReading主体のクラスと、Native教員によるListeningとSpeaking主体のクラスの総合評価となる。定期テストはTT･TPと共通となり、そのなかのListening・Speaking・Readingの部分がOCⅡの評価対象となる。また、授業内に出される課題やグループワーク、1100テストの評価も重要。スピーチコンテストに向けての取り組みや実際のスピーチ、また、英検・CASEC・ITPなどの外部評価も取り入れる。

	受講生へ
毎回の授業を大切にしてください。長文読解では総合的な英語能力が必要になりますので、TT・TPで理解した内容を更に応用力として活用できるようにするのが目的です。時間を設定しての練習などがあるので、授業中の集中力が大切になります。OCⅡではWritingの課題や1100テストなどが多くありますので、課題の内容、形式、締め切りなどについては特に注意してください。より表現豊かで説得力のあるWritingのためにも、授業以外においても、時事的、社会的問題について関心を持つことが大切です。 また、英語検定など、積極的に目標を持って受験しましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	　スパイラル１・２　　　　　　英語標準問題1100　第1章　動詞とその周辺

　スパイラル３・４　　　　　　

　スパイラル５・６　　　　　　英語標準問題1100　第2章　形容詞・副詞とその周辺

　スパイラル７・８　　　　　

　スパイラル９・10　　　　　　英語標準問題1100　第3章　名詞とその周辺

　スパイラル11・12

　スパイラル13・14　　　　英語標準問題1100　第4章　関係詞・接続詞・前置詞とその周辺

　スパイラル15・16　　　　　　スピーチコンテストに向けて　↓

　スパイラル17・18　　　　 　英語標準問題1100　第5章　その他の重要項目

　スパイラル19・20

　スパイラル21・22
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	ＯＣⅡ－β
	英語
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-ABCDEFGH
	２単位
	石川　佳奈・William Andrechek

森　真木絵・Kevin McGee
	6，7，10，12，3月

	教育目標

OCRでは英語標準問題を使用して語彙力の強化と文法事項の習熟と徹底を図る。また、スパイラル演習では精読に重点を置き、1学年で培った文法・構文・語彙力の強化と同時に長文読解能力を育成する。英語全体の総合的な運用能力を高めるための基礎を培う。OCLでは各クラスを半学級にしてNative教員による授業を行ない、TT・TPで学習した文法事項を基にしたListening指導とActivityを活発に行なうことで、更に英語運用能力の向上を図る。2月に行なわれるスピーチコンテストに向けて、Writing能力を高める演習を行なう。修了時、８割以上の生徒が準２級以上に合格できる力を養い、TOEFL450点相当以上を目指す意欲を育てる。語彙についても、大学入試センター試験レベルの3,300語をコミュニケーションの場面で使えることを目指す。

	使用テキスト
英語長文のスパイラル演習（STEP 2）（啓林館）

英語標準問題1100（桐原書店）

	評価方法
日本人教員によるReading主体のクラスと、Native教員によるListeningとSpeaking主体のクラスの総合評価となる。定期テストはTT･TPと共通となり、そのなかのListening・Speaking・Readingの部分がOCⅡの評価対象となる。また、授業内に出される課題やグループワーク、1100テストの評価も重要。スピーチコンテストに向けての取り組みや実際のスピーチ、また、英検・CASEC・ITPなどの外部評価も取り入れる。

	受講生へ
毎回の授業を大切にしてください。長文読解では総合的な英語能力が必要になりますので、TT・TPで理解した内容を更に応用力として活用できるようにするのが目的です。時間を設定しての練習などがあるので、授業中の集中力が大切になります。OCⅡではWritingの課題や1100テストなどが多くありますので、課題の内容、形式、締め切りなどについては特に注意してください。より表現豊かで説得力のあるWritingのためにも、授業以外においても、時事的、社会的問題について関心を持つことが大切です。 また、英語検定など、積極的に目標を持って受験しましょう。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	スパイラル１・２　　　　　英語標準問題1100　第1章　動詞とその周辺

　スパイラル３・４　　　　　　

　スパイラル５・６　　　　　英語標準問題1100　第2章　形容詞・副詞とその周辺

　スパイラル７・８　　　　　

　スパイラル９・10　　　　　英語標準問題1100　第3章　名詞とその周辺

　スパイラル11・12

　スパイラル13・14　　　　英語標準問題1100　第4章　関係詞・接続詞・前置詞とその周辺

　スパイラル15・16　　　　　　スピーチコンテストに向けて　↓

　スパイラル17・18　　　 　英語標準問題1100　第5章　その他の重要項目

　スパイラル19・20

　スパイラル21・22
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	情 報 Ａ
	情 報
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｈ
	１単位
	伊藤久泰
	なし

	教育目標

コンピュータが多様な形態の情報を統合できる仕組みを理解し、情報と表現に関する基本的な知識と技術を習得させ、各種メディアの情報発信としての責任等を考えた表現力を伸ばすとともに、情報を適切に表現する能力と態度を育てる。



	使用テキスト
「情報Ｃ」  日本文教出版


	評価方法
実習、課題（提出作品等）のみで評価する。

	受講生へ
かつてはまったく別の種類の情報だと思われていた音楽、音声や文字、イラスト、写真、動画などを統合的に処理することがコンピュータによって可能になりました。さまざまな情報が混在する中で、わかりやすい伝わり方、表現方法を習得します。

	年間学習計画

	4月

6月
9月

11月

2月


	多様な情報

　　情報機器のユニバーサルデザイン

　　情報の価値とは（何が情報の価値を決めるか）

　　情報社会がもたらす陰の問題について

メディアリテラシー

　　新聞とはどんなメディアか？  新聞作成の方法

（編集会議、取材、記事作成、編集、印刷）

海外研修旅行との関連

　　英文メールの書き方  英語によるホームページの作成

簡単なプログラミング

　　プログラムの構造、アルゴリズム、プログラミング

マルチメディア

　　映像（ビデオ）による伝達、音楽による伝達、CGによる伝達

　　それぞれの特性と表現方法　　

　　


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

	科　目　名
	教　科
	実施学年

	中国語入門（高校２年選択ト）
	その他
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	2-ABCDEFGH
	１単位
	李
	１０月、３月

	教育目標

中国の文化に関心を持ち、進んで中国語を身につける学習意欲を育て、中国語の発音、声調、簡単な文法、日常会話を身につける。



	使用テキスト
・ 「中国語はじめての一歩」

	評価方法
勉強に対する姿勢、普段の小テストの成績、定期試験の成績に基づき総合的に評価する。

	受講生へ
　中国語を勉強することを通じて、中国の文化や民族、習慣を知ることで、自己の視野や考えを広げ、より豊かな人間に成長して欲しいと願っています。中国語は将来必ず役にたつものとなるでしょう。

	年間学習計画

	4月
5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	「中国語はじめての一歩」　第１課、　発音の練習

　　　　　同上　　　　　　第２課

　　　　　同上　　　　　　第３課

　　　　　同上　　　　　　第４課

　　　　　同上　　　　　　第５課

　　　　　同上　　　　　　第６課

　　　　　同上　　　　　　第７課

　　　　　同上　　　　　　第８課

　　　　　同上　　　　　　第９課

　　　　　同上　　　　　　第１０課

　　　　　同上　　　　　　第１１課




2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

	科　目　名
	教　科
	実施学年

	医歯薬講座
	その他
	高校２年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	
	１単位
	
	なし

	教育目標

医学部、歯学部、看護学部等、医歯薬系学部への進学を希望する生徒向けの授業。

「医の倫理」「医師に向く人、向かない人」等、医療に関する今日的なテーマを現職の医師を迎えて講義を行う。併せて、医学部入試の数学について2年生からの学習方法や小論文の指導を行う。

	使用テキスト
プリントを中心に

	評価方法
前期、後期、ともにレポートにより評価する。

	受講生へ
医歯薬系学部へ進学をする場合、入試突破のための学力は当然必要。併せて、医学に関する問題意識や適性が重要になる。2年生の段階で問題意識をしっかり持ち、学習（受験勉強）の動機付けにすることも大切。医療、介護施設へのボランティアも予定。

木曜日7時間目の授業を基本にするが、講師の関係で土曜日など、他の曜日で90分の講義も行われる。講義日は調整の上、連絡。

	年間学習計画

	
	現職の医師による講義　約10回（90分）

医歯薬の数学　約6回(45分)

小論文指導　　約6回(45分)
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